
2023年11月25日(土)

（第１部）午後2:OO～3:45
（第２部）午後4:00～5:00

エデュカス東京７階大会議室
最寄り駅：四ツ谷駅・市ヶ谷駅下車７分 

地下鉄有楽町線麹町駅下車２分

主催： 「包括的性教育推進法の制定をめざすネットワーク」 準備会

◆第1部：「七生事件」を振り返り、これからの展望を切り開く

・はじめにー七生事件から２０年、闘いの中で見えてきたこと

・シンポジウムー包括的性教育を実現していくために

＜シンポジスト＞

・田代美江子（埼玉大教授・“人間と性”教育研究協議会代表幹事）

・小林善亮（元七生養護「こころとからだの学習裁判」弁護士）

・洪美珍（元七生養護学校保護者）

（司会：元七生原告日暮かをる）

性教育バッシングの背景を読み解き､自由と人権､多様なジェンダー･

セクシュアリティを認め合える社会を求め「包括的性教育」実現への道筋を

探っていきます ☆参加者とのやり取りも予定しています。

◆第2部：

｢包括的性教育推進法の制定をめざすネットワーク｣立ち上げ集会

・はじめに

・｢包括的性教育推進法の制定をめざすネットワーク｣の趣旨説明

（事務局長：浅井春夫）

・会則紹介 ・意見交流

ZOOM
配信有

参加費
無料



●絵本「からだうた」が誕生しました！
七生の子どもたちが大好きだった「からだうた」が絵本になりました。
皆さんのまわりの子どもたちにも届けてあげてください。
「からだうた」の楽しさを伝え、拡げてください。
●「なぜ学校で性教育ができなくなったのかー七生養護学校事件と今」
事件から２０年、歴史を継ぐことは社会を変え、包括的性教育を拡げる力にもなります。
様々な分野の方から執筆応援をいただき、出版に至りました。手にとって読んでください。

◆参加者把握のために会場参加・オンライン

参加ともに以下のリンクかQRコードにて必要

事項を登録してください。会場での当日参

加も受け付けますが、できるだけ事前登録

にご協力ください。

◆ミーティングID等はご登録いただいたメール

アドレスに11月24日(金)に送ります。

☆登録締め切り：11月24日12:00

申し込みフォーム

https://forms.gle/uausmUpsKaRFUKQaA

お申し込み方法 会場付近

日本の性教育の到達点をみなさんは、どのように感じていらっしゃいますか？

性教育という言葉を使うことさえ避け続けている文部科学省、しかし、性教育の必要性を求める声

は日本の社会の中でも確実に高まってきています。

私たちは、すでに性教育の国際的なスタンダードとなっているユネスコ編「国際セクシュアリティ教

育ガイダンス」を手にしています。この「ガイダンス」を日本のなかで活かすために、「包括的性教

育推進法」（仮称）の立法化を国会で求めるものです。子ども・若者たちが、科学・人権・自立・共

生の理念に基づいた「包括的性教育」を学ぶことを保障し発展させるために、法律的な基盤とな

る法制を国に求めるものです。

そのためには「包括的性教育推進法」の具体的な案も提起していきます。

誰ひとりも取り残すことなく、すべての子どもたちに、学校内外での包括的性教育の学びを保障す

る教育行政と学校現場の運営と実践を求めていきます。

呼びかけ

主催： 「包括的性教育推進法の制定をめざすネットワーク」 準備会
連絡先： 〒151-0071 東京都渋谷区本町1丁目7番16号 初台ハイツ1006号

一般社団法人“人間と性”教育研究協議会内
TEL 03-3379-7556 mail：suishinhounet2023@gmail.com
（電話対応：火ｏｒ木１３：００～１６：００） 事務局：浅井春夫

新作絵本・本の紹介
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